
『親子で米作り』 

⑥稲刈り（9／28） 

 当日は、少し怪しい曇り空でしたが、何とか雨も降らず、暑くも無く稲刈りにはもって

こいのお天気でした。 

息子は、サクサクと稲刈りに励み、私は、刈った稲をまとめて藁でしばり、木の棒

にかけて昔懐かしいハサカケの風景が出来上がりました。  

その田んぼの近くでめずらしいものを発見！日本ミツバチの団体です。  

何百匹という蜂が女王蜂を守るために、しっかりと固まりになって、時々偵察蜂が

飛んで行き、そして帰ってくると守っている働き蜂が小さな通り道をつくって偵察

蜂が奥のほうに入っていきます。  

この蜂たちは、趣味で養蜂をしている杉山さんの巣からスズメ蜂に追われて出て

きて、近くのキウイの木に避難しているそうです。  

でも、ここにずっといても寒くなるし台風は来るだろうしということで、杉山さん

が違う巣箱を持ってきて、そっと移動させました。  

その方法は、顔にはネットをしているけど、軍手をはめただけの手を蜂の塊に中に、

そっと入れて箱に入れる。その繰り返し。  

蜂たちは刺すわけでもなく攻撃してくるわけでもなく、ある程度移動して様子を見

ていたら、女王蜂が巣箱に入ったようで、働き蜂はどんどん巣箱に入っていって無

事終了。   

思わぬところめずらしいものをみせてもらいました  

そして、もっとめずらしいもの、蛙が蛇に食べられて、蛇の口から蛙の顔が正面

向いて出てるところを発見！   

食事中の蛇は、ちょっとスピードが遅く、見つけた瞬間に走り出す息子にしっぽを

つかまれてしまいました。  

「持って帰れやへんよ！そのへび食事中やで放したんな！」・・・・無言で私を見

つめる。   
「じゃ、写真撮ってそれで離したろ！」「・・うん」   

急いでカメラを取りに行ったけど、途中で蛇のツルツルなしっぽは、手をすり抜け

て、無事逃ていきました。   

だけど狭い岩の間に逃げた蛇は、顔が入りきらなくて、蛇の口は開いたまま、飲

み込まれる途中の蛙は生きたまま蛇の口から顔を出して、長い息子とのにらめっこ

をしていました。蛙も蛇もとんだ災難だったと思います  
さすが高麗広！なかなか経験できない事が出来て、幸せな一日でした。 
今度のお餅付きも楽しみです。    （O） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 




